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１．追加オークションで調達を予定している供給力（H3需要の2%分）の見直しについて

⚫ 第73回 容量市場の在り方等に関する検討会（以下、在り方検討会）において、「追加オークションで調
達を予定している供給力」の見直しについて検討が行われた。

⚫ 直面している供給力確保の課題や応札状況の実態を考慮し、追加オークションで調達するためにメインオークション
においては事前に供給曲線に加算しているH3需要の2％分について、メインオークションで全量を調達すること
とにつき、ご確認いただきたい。

⚫ なお、本件はメインオークション（2026年度実施）募集要項に反映を要するため、参考資料２※として
整理している内容である。
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本日ご確認いただきたい事項

※ 参考資料２：予備電源の第３回以降の募集内容及び容量市場の供給力確保時期の見直しについて（案）
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「追加オークションで調達を予定している供給力」についての背景
⚫ 現在、メインオークションにおける調達量算定においては、追加オークションで調達することを前提として、H3需要の2%分（安定電源：1％、
発動指令電源：1％）を控除している。

⚫ 容量市場は適切な供給信頼度の維持を図るため、予め必要な供給力を確保する手段として議論されてきたが、 4年前には稼働が見通せな
いものの、実需給が近づくと稼働が見通せる電源（例えば、原子力、自家発電設備、DR等）も存在しうることが論点となり、そのような供給
力を確保するためにも、メインオークションでは全量を調達せずに、追加オークションで調達することと整理した。

⚫ 一方で、メインオークションで非落札となった電源が追加オークションを待たずに退出するリスクなども考えられるため、第63回制度検討作
業部会において、必要な供給力を確保する観点から、非落札電源/落札電源の市場退出などにより追加オークションに参加する電源等が不
足しうる兆候が確認された場合には、供給力確保の在り方について再検討を行うこととした。

第63回制度検討作業部会(2022年3月)第48回制度検討作業部会(2021年3月)
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市場退出状況および応札状況の全体像（安定電源等）
⚫ 前述のように、過去の制度検討作業部会において、メインオークションで落札した電源の市場退出や非落札電源の休廃止により、

追加オークションで必要な供給力が確保できなくなる可能性が指摘されており、追加オークションに参加する電源が不足する兆
候が確認された場合には、供給力確保の在り方について改めて検討する旨が整理された。

⚫ そこで、第73回 在り方検討会において、 「容量確保契約締結後（追加オークションの開催判断時点）の市場退出の状況」およ
び「メインオークションにおける非落札量と追加オークションで調達を見込む供給力の関係」が示された。

⚫ 足下では、追加オークション開催判断時点で、H3需要の3%程度が市場退出している。また、メインオークションの非落札容量
と追加オークションに向け控除した量（H3需要の2%）の差分は年々小さくなっており、仮に今後も電源の休廃止が新増設を上
回る規模で推移し続けた場合には、追加オークションが開催されたとしても必要供給力の確保ができなくなる可能性が示された。

1,028万kW874万kW

299万kW
263万kW97万kW

追加オークション開催判断時点の市場退出の状況

第73回 容量市場の在り方
等に関する検討会

(2026年5月)一部加工
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発動指令電源の応札容量
⚫ 第73回 在り方検討会では、発動指令電源の応札状況についても示された。メインオークションの応札容量は、年々増加

傾向にあり、実需給2028年度以降は応札上限容量を上回っている。なお、仮に応札上限容量をH3需要の1％分増加させ
た場合には、応札容量は上限容量を下回ることが示された。

⚫ 一方、追加オークションでは、応札上限容量に対して応札容量が大幅に下回っており、仮に応札上限容量をH3需要の1％
分、減少させた場合においても応札容量は上限容量を下回ることが示された。 

第73回容量市場の在り方等に
関する検討会(2026年5月)
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今後の「追加オークションで調達を予定している供給力」の扱いについて
⚫ 以下の実態を踏まえ、メインオークションの調達量算定において、H3需要の2%分（安定電源：1％、発動指令電源：1％）の控除
は行わず、メインオークションで全量を調達することとする旨、ご確認いただきたい。

✓ メインオークションで非落札となった電源が追加オークションを待たずに退出するリスク、および落札電源の市場退出などにより、追加
オークションに参加する電源等が不足しうる兆候が示された。

✓ メインオークションにおける発動指令電源の応札量が増加傾向にあり、足元では応札上限容量を上回る状況にある。
一方、追加オークションにおいては、仮に応札上限容量をH3需要の1%減らした場合でも、これまでの結果を踏まえる
と、現時点で応札量が上限容量を超えるような状況にはないことが示された。

第73回容量市場の在り方等に
関する検討会

(2026年5月)一部加工
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【参考】今後の発動指令電源の応札上限容量の扱い
第73回 容量市場の在り方等

に関する検討会

(2026年5月)
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【参考】火力発電所の休廃止の推移
第1回 電力安定供給WG

（2026年5月）
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【参考】今後の電力供給の見通し
第1回 電力安定供給WG

（2026年5月）
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【参考】容量市場の2025年度包括的検証（Call for Evidence提出意見）
第73回 容量市場の在り方等

に関する検討会

(2026年5月)一部加工
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【参考】第72回 在り方検討会におけるご意見
第73回 容量市場の在り方等

に関する検討会

(2026年5月)一部加工
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